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平成２７年度「道路ふれあい月間」推進標語入選作品 

 

◆最優秀賞（３作品）◆ 

 

  【小学生の部】 

「あいさつの 大きな声が ひびく道」 

古賀 美咲さん （佐賀県 伊万里市立山代東小学校）  

 

【中学生の部】 

 「もういいかい 指差し確認 まあだだよ」 

荒川 まなさん （佐賀県 学校法人松尾学園 弘学館中学校） 

 

【一般の部】 

 「いい出会い いい道からの 贈り物」 

友久 健さん （神奈川県 鎌倉市） 

 

◎最優秀賞３作品のうち、委員に特に好評だった「いい出会い いい道からの 贈り物」を今年度の代表標語とします。 

 

◆優秀賞（６作品）◆ 

 

【小学生の部】 

  「たくさんの えがおあふれる 今日のみち」  

     伊藤 さやさん （山形県 酒田市立亀ケ崎小学校）  

   

「ごみひろい きれいなみちに ごあいさつ」  

     田代 優奈さん （長崎県 島原市立第二小学校） 

 

【中学生の部】 

  「前を見て あなたの道は この先に」  

          森谷 友理さん （山形県 東根市立第一中学校） 

 

「通学路 元気をくれる 宝物」  

      熊田 有紗さん （千葉県 浦安市立入船中学校） 

      

【一般の部】 

   「美しい 道はみんなの 顔、心」  

      熊谷 幸平さん （岩手県 一関市）  

                                 

「きらきらと ふれあいはずむ 朝の道」 

          會田  誠一さん （神奈川県 大和市） 
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【各委員からの総合選評】 

 

≪三好委員≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

      ≪やすみ委員≫  

                             

≪吉岡委員≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道は自然に生活に入ってくるものだと思います。

日本という美しい自然の中、何気に通っているだけ

でも心が動き、気が付いたら新しい自分を作り上げ

てくれます。今日は改めてそんな感じを受けまし

た。またもや全作品を拝見させて頂きましたが、と

ても面白くて、笑ったり、じーんときたり、大忙し。

こんな角度もあるんだなあと感心するものもたく

さんありました。選ばれなかったけれど、時代を感

じるフレーズや人生という道に例えたものも。「標

語として仕上げたりまとめたり」というテクニック

があれば、かなりの数が浮上し、接戦になったかも

（惜しい！）。いかんせん、5,300 もの人生ドラマを

楽しませて頂きました。作った方もこれから目にす

る方も、改めて「道」を見つめる機会になってくれ

たら嬉しいですね。 

道を中心にした人と人との出会いや触れ合いへの感謝

を表した作品が多かったですね。みなさんの日頃の体

験を生かした内容なのではとお察しします。 
 全国各地の道の様子が、寄せて頂いた標語の中にあ

ふれていました。来年のご応募も楽しみにしています。 

小、中、一般という年齢枠を意識してみると、道路に

対するとらえ方にそれぞれの年代の特徴があるよう

に見えます。小学生はダイレクトにイキイキと、成長

途上の中学生はちょっとゆとりのある遊び心、そし

て一般は大人としての落ち着いた視点が感じられま

した。 

 標語作成をきっかけに、道路と交通の文化が育つ

のも楽しみです。 
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【各委員から最優秀賞作品へのコメント】 

 

 

 

三好委員   その子の通っている道のまわりの花や人や家々などの景色まで想像できるような、魅

力的な作品だと思います。全体に気持ちよくて元気のある作品が並びましたね。子供は

地面に近いからでしょうか、私も小学生のころはいろんなものが飛び込んで、楽しく道

草ばかりしていました。そんな生活が垣間みれて、こちらも嬉しくなりました。どんな

大人になるのかなあとワクワク。 
やすみ委員  明るく元気なイメージの標語です。とくに“大きな”“ひびく”という言葉選びが全

体の良いポイントになっていますね。楽しい毎日の中にある道路の風景が誰にでも伝

わるのではないでしょうか。 
吉岡委員   子どもらしい元気さが、道いっぱいにはじけるよう。それまで無機質だった道が、子

どもの声によって生命を宿されたように動き出す、そんな明るさに満ちています。 

 

 

 

三好委員   打てば響くような言葉の使い方が心地よく、忘れられない標語ですね。みんなとても

上手な言いまわしで、びっくりしました。一体どんな子がどんな思いでつくったのか、

ちょっと知りたくなりました。他の作品も温かみがあり、とても好きです。きっと道の

上でいろんな出会い・感動・伝えたいことがあったのでしょう。道の上で育っていくイ

メージ…。きっとこの先も出逢いから元気をもらい、凛として人生を進んで行くことで

しょう。全員に大きなエールを送りたいです。 
やすみ委員  おしゃべり言葉で作られているので、親しみやすさが感じられます。道路を安全に渡

ろうとする姿が作品全体から見えてきました。 
吉岡委員   ♪もういいかい、まあだだよ、というかけ声が懐しみと暖かさをもたらしてくれます。

「指差し確認」の仕草からは若々しい躍動感が湧いてくるよう。 

 

 

 

三好委員   「贈り物」という言葉がとても活きましたね。道は作っただけでは足りなくて、そこ

を利用する人 （々我々）のドラマがあって初めて育まれていくのだという実感が伝わっ

てきます。人の輪が広がり、心の交流があり、自然とキレイになり、愛されていく道が

浮びました。本当に道は美しいですよね。一般ということで、四季折々そこでたくさん

の経験を重ね、かつ豊かになっていった様子が伝わってきました。 
やすみ委員  リズム感の良い、まとまりある標語です。「贈り物」という言葉にさまざまなイメー

ジが広がり、道への想いがふくらんでいきます。 

吉岡委員   出会い、贈り物という言葉に、人生の深みとゆとりを感じます。道路を文化的にとら

えて、音とリズムもきれいにまとまっており、標語として口ずさみやすい作品です。 

 

  

一般の部 「いい出会い いい道からの 贈り物」 

中学生の部 「もういいかい 指差し確認 まあだだよ」 

小学生の部 「あいさつの 大きな声が ひびく道」 


